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2011公開講座
「電子レンジでガラス作品を作ってみよう ('11)J 
第2技術室森田俊夫、田畑功、岡田文男、脇敬一、安藤誠
佐藤秀左ヱ門、山田隆昇
1 はじめに
学内で多くの公開講座を開講しているが、各学科、及び研究室では専門外でやらないだろう思われる
企画を技術職員が、昨年度と同様に表題の公開講鹿を開催した。小学生以上を対車とし、家庭にある電
子レンジでガラスの融ける様子が確認できる。色ガラスの作製、さらにハーナーを用いることで、ガラ
スの軟らかくなる感覚を自分の手で体験できる。物っくりの面白さ 楽しさを実感してもらい、ガラス
に対する理解知識を深めることを目的とした。
2 公開講座の内容
平成23年 7月23日(土)、午前9時から午桂4時まで、 9家族20名の受講者を受け付けた。
最初に、講座内容の説明、ガラスの取り扱いの注意、保護めがね、手袋の着用、特に加熱したガラス
は素手で絶対さわらないことを、小学生、及び保護者に説明した。止に実験室に移動し、ガラスが 800
度付近で溶けるよう材料を調合し、さらに発色させる金属を加え、電子レンジで加熱し、色ガラスを作
製した。今回も蓄光材料をガラスに混合し、暗室で光るガラスも作製した。そのほか、箸世吉、ベンダ
ント、英文字風、ストラップ用ガラス王等を作製した。
l}:に、ガラスが溶け、飴のように変化していく係予を直接体験してもらうため、パーナーを用いてガ
ラス細工をした。ガラス管を切る ガラスが溶ける、ガラスがのびるなど日常生活では経験しないこと
を取り入れた。今回もガラス菅から「ガラスのlEJを作製した。
[公開講座の様子]
参加した受講者の様子 受講者が作製したガラス作品
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日常生活の中で、ガラス製晶は、透明
で堅いですが、強い衝撃を与えると割れ
ることは経験されていることと思いま
す。ところ白tガラスが高温で溶けると
ころはなかなか体験できません。
そこで、筏術職員が研究室で行うガラ
ス細工授術を侍ち寄り、より安全な道具
(電子レンジ〕、方法でガラスの “溶け
る・のびる・曲がる"をガラス作昂を作
-.りながら学んでいただきたいと思いま
. . 
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[日時]
[会場]
【対象]
[定員]
[受講料】
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平成23年7月23日(土) 9: 00~1 6 : 00 
福井犬学 (文京キャンパス)工学系1号館1階 生物応用化学科学生実験室
親子へつフ (小学1年生以上の子供とその偏重者)
べ:P10組 (20名)
1α】コ円
(ペ7で1ι工わ円です。申込用紙と共に直用部持ちくださる机現童書留で送って下さし¥)
※傷害保験加月の手続きを行います由で、お申込みι源こ氏名・生年月日をお知らせくださしし
【申込方法1 I受伺痴態 平成23年右月27日 (月〉
申込〆切 平成23年7月21B (木〉
先着順ですので空き状況を社会連開高こお問い合わ世くださしL裏面申込書に必要事項を
明記のうえ、期目限内に画童大学へお持ちいただくか、郵送F必〈・E-maJlまたはホ
ームページから下記にお申込ください.(定買に達し次第締め明ります。)
努く号酎寸察署d溌行はしておりま世A泊でご了軍くださしし
※申し込み後正》キャンセ山刀場色童話主でさま世A泊でご在意くださしL
申越.fI6.lf1合色t.id1J.:IIflJ，.cf2地皿m雄A貴m献， O詳しし唱臨留坦容についての1.>1''''¥合わせ世世"書目"・ 推進センター
干910・8田7福井市文章3-9-1 (総務聾社金量場保・事務局1階) 担当轟田俊夫 (工学苦闘封暗部〉
T. 0776-27・回開(直通)/Fax 0776-27・田78 TEL 0776-27-8632 (直i且午前9骨ヰ櫨5時〉
E一間iI koker時!>odu-哨，k凶畠CJP E-rnal mon回一蜘ー 抽出aιjp
URL httpj/ct-.iki.adu-fukui.acjp 
